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2023年（令和５年）
南支部 事故被害者遺族招き勉強会
新晃自動車 車いす点検作業場提供
前照灯審査 来年８月下向きのみに
秋の全国交安運動 21日から10日間
◀京自販暴対協 総会・研修
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７
月
の
負
債
額
１
０
０
０

万
円
以
上
の
全
国
企
業
倒
産

件
数
は
、
前
年
同
月
比
53
・

４
％
増
の
７
５
８
件
と
16
カ

月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ

た
。
前
年
同
月
比
の
増
加
率

は
今
年
に
入
っ
て
25
％
以
上

の
高
水
準
が
続
く
。
今
月
は

コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
最
大
の
伸

び
率
と
な
り
、
増
勢
に
拍
車

が
か
か
る
。
こ
の
う
ち
、
京

都
の
倒
産
件
数
は
30
件
。
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
８
月
８

日
に
発
表
し
た
。

　

総
数
の
う
ち
、
倒
産
し
た

企
業
は
２
カ
月
連
続
で
全
て

中
小
規
模
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
従
業
員
数
10
人
未
満
が

全
体
の
88
・
３
％
を
占
め

た
。
産
業
別
で
は
金
融
・
保

険
業
、
不
動
産
業
を
除
く
８

カ
テ
ゴ
リ
で
倒
産
件
数
が
前

年
同
月
よ
り
増
加
。
特
に

サ
ー
ビ
ス
業
は
２
６
２
件

と
10
カ
テ
ゴ
リ
中
の
最
多

で
推
移
し
、
11
カ
月
連
続

で
前
年
同
月
を
上
回
る
。

　

一
方
、
20
年
２
月
以
降

に
起
こ
っ
た
コ
ロ
ナ
関
連

の
経
営
破
綻
は
、
８
月
31

日
現
在
で
、
７
０
３
８
件

に
上
っ
た
。
う
ち
京
都
は

１
８
０
件
。
コ
ロ
ナ
破
綻

の
ト
レ
ン
ド
は
22
年
か
ら

一
気
に
強
ま
り
、
今
年
３

月
に
は
月
別
最
多
の
３
２

８
件
を
記
録
。
以
降
は
若

干
の
落
ち
着
き
を
見
せ
て

い
た
が
、
８
月
は
過
去
２

番
目
の
件
数
と
な
る
３
０

０
件
に
達
し
た
。
業
種
別

で
は
飲
食
業
が
突
出
し
て

多
く
、
以
降
建
設
業
や
ア

パ
レ
ル
製
造
・
販
売
、
飲

食
料
品
卸
売
業
、
宿
泊
業

の
４
業
種
が
続
く
状
況
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

分
析
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ

ナ
関
連
融
資
の
返
済
資
金

が
確
保
で
き
ず
に
事
業
継

続
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
る
。
人
手
不

足
や
資
材
価
格
の
高
騰
も

重
な
り
、
コ
ロ
ナ
破
綻
は

引
き
続
き
高
水
準
で
推
移

す
る
可
能
性
が
高
い
。

ー
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編
ー

倒
産
増
加
率
、勢
い
増
す

７
月 

コ
ロ
ナ
破
綻
は
危
険
水
準

　

２
０
２
３
年
度
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
が
３
日
、
亀
岡
市
の
保
津
川
水
辺
公
園
で
行

わ
れ
た
。
各
地
で
風
水
害
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
現
況
を
踏
ま
え
、
防
災
意
識
は
府
民

の
中
で
も
年
々
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
最
大
限
対
応
す
べ
く
、
自

動
車
業
界
も
自
衛
隊
や
警
察
本
部
、
消
防
局
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
と
一
体
と
な
り
、

大
規
模
演
習
を
繰
り
広
げ
た
。

　

同
日
未
明
か
ら
亀
岡
市
一

帯
に
局
地
的
豪
雨
が
降
り
続

け
、
土
砂
崩
れ
や
床
上
浸
水

が
発
生
、
あ
わ
せ
て
亀
岡
断

層
に
よ
る
直
下
型
地
震
で
火

災
や
建
物
の
倒
壊
が
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
複
合
的
な
事

態
を
想
定
し
て
訓
練
は
行
わ

れ
た
。

　

訓
練
で
は
、
京
都
府
警
な

ど
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の

災
害
情
報
を
受
け
、
水
陸
両

用
バ
ギ
ー
が
現
場
へ
急
行
。

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
倒
木
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
切
断
し
、
そ
れ
を

バ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
ダ
な
ど
で
取

り
除
い
た
。
土
砂
で
埋
ま
っ

た
車
両
か
ら
は
、
災
害
救
助

犬
に
よ
る
安
否
確
認
を
行
っ

た
上
で
、
ド
ア
を
こ
じ
開

け
、
運
転
者
を
救
出
。
そ
こ

に
大
嶋
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ッ
カ
ー
車
が
駆
け
付
け
、
同

社
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
タ
ッ
フ
が

タ
イ
ヤ
に
固
定
具
を
装
着
、

残
さ
れ
た
被
災
車
両
を
速
や

か
に
撤
去
し
た
。

　

１
階
部
分
が
座
屈
し
、
倒

壊
寸
前
の
ビ
ル
に
取
り
残
さ

れ
た
被
災
者
も
、
消
防
、
警

察
が
協
力
し
合
い
、
無
事
助

け
出
し
た
。

　

訓
練
後
の
講
評
で
京
都
府

自
衛
隊
や
消
防
な
ど
と
一
体
自
動
車
業
界

も
一
翼
担
う

府
総
合
防
災
訓
練
で
大
規
模
演
習

の
西
脇
隆
俊
知
事
は
「
関
東

大
震
災
か
ら
１
０
０
年
、
南

山
城
水
害
か
ら
70
年
が
経

つ
。
そ
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、

最
悪
の
事
態
も
想
定
し
な
が

ら
、
府
民
の
安
心
安
全
を
確

保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
使
命
感
を
強
調
し
た
。

　

防
災
訓
練
の
会
場
に
は
、

自
動
車
業
界
の
車
両
展
示
ブ

ー
ス
な
ど
41
区
画
の
企
業
・

団
体
コ
ー
ナ
ー
が
並
ん
だ
。

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
自

動
車
整
備
振
興
会
（
城
谷
忠

会
長
）
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
の
電
力
を
日
産
リ
ー
フ

か
ら
ま
か
な
う
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
ブ
ー
ス
内
で

行
う
な
ど
し
、
電
動
車
の
給

電
機
能
（
Ｖ
２
Ｌ
＝
ビ
ー
ク

ル
ト
ゥ
ー
ロ
ー
ド
）
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。
運
営
に
は
青
年
部
会

（
小
田
垣
孝
志
部
会
長
）
が

あ
た
っ
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
地
元
住
民

が
青
年
部
会
員
を
含
む
整
備

事
業
者
ら
11
人
の
説
明
に
耳

を
傾
け
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

京
整
振
の
嶋
雅
明
副
会
長
も

ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
、
ス
タ

ッ
フ
を
激
励
し
た
。
車
両
準

備
、
ブ
ー
ス
設
営
で
は
京
都

日
産
自
動
車
の
協
力
を
得

た
。

　

京
都
府
オ
ー
ル
ト
ヨ
タ
は

「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
（
ミ
ラ
イ
）」

を
、
三
菱
自
動
車
工
業
は

「
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
」
を
そ

れ
ぞ
れ
展
示
。
Ｆ
レ
ン
タ
カ

ー
は
、
リ
ア
リ
フ
ト
タ
イ
プ

の
福
祉
車
両
の
仕
組
み
や
機

能
を
府
民
に
体
験
し
て
も
ら

っ
た
。

各
社
Ｐ
Ｒ

京
整
振
や

防
災
テ
ー
マ
に
ブ
ー
ス
出
展

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
平
島

竜
二
会
長
）
で
は
、
府
と
の
災
害
時
協
定
に
基
づ

き
会
員
事
業
所
の
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
出
動
し

た
。
避
難
所
か
ら
の
救
援
物
資
輸
送
の
要
請
を
受

け
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、
保
津
川
水
辺
公
園
で
飲
料
水

や
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
見
立
て
た
段
ボ
ー
ル
箱
33
個

を
積
み
込
ん
だ
後
、
京
丹
波
町
役
場
、
南
丹
市
お

よ
び
亀
岡
市
役
所
に
そ
れ
ぞ
れ
配
送
。

　

そ
の
後
、
訓
練
会
場
と
な
っ
た
保
津
川
水
辺
公

園
で
各
市
町
村
の
公
用
車
や
、
京
都
府
生
活
協
同

組
合
連
合
会
（
西
島
秀
向
会
長
）
の
ト
ラ
ッ
ク
と

合
流
し
、
会
場
内
を
一
周
し
な
が
ら
一
般
市
民
に

災
害
時
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
や
機
動
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

重要性や機動力アピール

㊤災害状況を報告するヘリ㊦被災車両を速やかに撤去


